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感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
演
能
形
態
が
常
と
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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都
の
清
水
寺
を
訪
れ
た
筑
紫
彦
山
の
僧
（
ワ
キ
）
が
、
門
前
の
男
（
ア
イ
）
か
ら
花
月
と
い
う
少
年

の
話
を
聞
く
。
呼
び
出
さ
れ
た
花
月
（
シ
テ
）
は
男
と
恋
の
小
歌
を
謡
い
、
桜
の
花
を
散
ら
す
鶯
を
弓

で
ね
ら
う
。
さ
ら
に
清
水
寺
の
由
来
を
語
る
曲
舞
を
舞
う
。
そ
の
姿
を
見
た
僧
は
、
花
月
が
行
方
不
明

の
我
が
子
で
あ
る
と
気
付
く
。
花
月
は
羯
鼓
を
打
っ
て
舞
い
、天
狗
に
さ
ら
わ
れ
て
諸
国
の
山
々
を
廻
っ

た
こ
と
を
謡
う
。
そ
し
て
父
の
僧
と
仏
道
修
行
へ
旅
立
っ
て
行
く
。

　

満
開
の
花
の
も
と
で
、
花
月
の
芸
が
次
々
に
披
露
さ
れ
る
明
る
い
作
品
で
す
。
小
歌
は
リ
ズ
ム
と
節

が
特
徴
的
な
室
町
時
代
の
流
行
歌
。

　

太
郎
冠
者
の
謡
を
偶
然
に
聞
い
た
主
人
（
ア
ド
）
が
、再
び
謡
を
聞
き
た
く
な
り
、太
郎
冠
者
（
シ
テ
）

を
呼
ん
で
所
望
す
る
。
太
郎
冠
者
が
酒
を
飲
ま
ね
ば
と
謡
え
な
い
と
言
う
の
で
、
主
人
は
太
郎
冠
者
に

酒
を
飲
ま
せ
る
。し
か
し
太
郎
冠
者
は
い
つ
も
妻
の
膝
を
枕
に
謡
っ
て
い
る
の
で
、座
っ
て
は
声
が
出
ず
、

横
に
な
ら
な
け
れ
ば
謡
え
な
い
と
答
え
る
。
す
る
と
主
人
は
膝
を
貸
す
と
言
い…

…

。

　

太
郎
冠
者
の
姿
勢
に
よ
っ
て
変
わ
る
謡
が
眼
目
の
作
品
で
す
。

　

藤
原
房
崎
の
大
臣
（
子
方
）
は
、
母
が
讃
岐
志
度
の
海
人
で
あ
る
と
知
り
、
臣
下
（
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
）

を
伴
い
房
崎
の
浦
へ
赴
く
。
房
崎
の
前
に
現
れ
た
海
人
（
前
シ
テ
）
が
、
昔
、
中
国
よ
り
送
ら
れ
た
宝

珠
が
龍
神
に
奪
わ
れ
た
物
語
を
語
る…

藤
原
淡
海
が
契
り
を
交
わ
し
た
海
人
に
珠
の
奪
還
を
命
じ
、
成

功
す
れ
ば
淡
海
と
の
子
を
世
継
ぎ
に
す
る
約
束
を
交
わ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
海
人
は
、
珠
を
竜

宮
へ
取
り
に
潜
り
、
命
を
落
と
し
た
有
様
を
語
り
舞
い
、自
分
こ
そ
そ
の
海
人
で
あ
る
と
告
げ
、
海
中
に

姿
を
消
す
。
浦
の
男
（
ア
イ
）
か
ら
詳
し
い
話
を
聞
き
、
母
の
手
紙
を
詠
ん
だ
房
崎
は
供
養
を
行
う
。

す
る
と
母
の
霊（
後
シ
テ
）が
竜
女
の
姿
で
現
れ
、法
華
経
の
功
徳
で
成
仏
し
た
喜
び
の
舞
を
舞
う（
早
舞
）。

　

金
春
ゆ
か
り
の
能
。
本
日
は
小
書
「
懐
中
ノ
舞
」
で
の
上
演
。
常
と
は
異
な
り
、
竜
女
は
法
華
経
の

経
巻
を
懐
中
し
た
ま
ま
舞
を
舞
い
、
舞
の
終
り
に
大
臣
へ
渡
し
ま
す
。
海
女
が
龍
宮
に
飛
び
入
り
、
珠

を
取
り
戻
す
場
面
の
仕
方
話
「
玉
ノ
段
」
も
見
ど
こ
ろ
。

　

旅
の
僧
（
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
）
た
ち
が
奈
良
春
日
の
里
を
訪
れ
、春
日
社
に
参
詣
す
る
。
す
る
と
女
（
前

シ
テ
）
が
社
を
賛
美
し
つ
つ
木
を
植
え
て
い
る
。
社
の
由
来
を
問
わ
れ
た
女
は
、
藤
原
家
の
人
々
が
木

を
植
え
て
、春
日
の
山
は
今
の
よ
う
な
深
山
と
な
っ
た
と
答
え
る
。女
は
猿
沢
の
池
に
僧
を
案
内
す
る
と
、

昔
、
帝
の
寵
愛
を
失
っ
た
采
女
が
身
を
投
げ
た
池
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
自
分
は
そ
の
采
女
の
霊
で
あ

る
と
明
か
し
池
の
底
に
消
え
失
せ
る
。
里
の
男
（
ア
イ
）
が
現
れ
て
采
女
の
話
を
語
り
、
僧
に
供
養
を

勧
め
る
。
弔
い
を
す
る
僧
の
前
に
、
采
女
の
霊
（
後
シ
テ
）
が
在
り
し
日
の
姿
で
現
れ
る
。
霊
は
浅
香

山
の
歌
を
詠
ん
で
葛
城
の
大
君
の
心
を
和
ら
げ
た
こ
と
を
語
り
、
舞
を
舞
う
。

　

采
女
と
は
古
代
の
女
官
の
職
名
で
す
が
、
能
で
は
人
名
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
采
女
の
霊
は
、
宮
中

の
酒
宴
で
の
舞
を
思
い
出
す
よ
う
に
し
て
「
序
ノ
舞
」
を
舞
い
ま
す
。
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